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【発表のポイント】

 ポリテトラフルオロエチレン（PTFE）粒子などの低表面自由エネルギー

粒子を水に分散できる非フッ素系分散剤の開発に成功。

 ムール貝の接着現象を模倣した接着性ポリマーで粒子表面を被覆するこ

とで、低環境負荷の水を始め多様な溶媒に分散可能。

 非フッ素系分散剤の実用化を目指し、積水化成品工業株式会社よりサンプ

ル提供を開始。

【概要】

フッ素系界面活性剤は生体蓄積性や環境残留性が指摘されており、欧州な

どで規制が強化されつつあります。そのため、フッ素系界面活性剤を代替する

非フッ素系分散剤の導入が工業的に求められています。

東北大学材料科学高等研究所の藪浩准教授（ジュニア PI）は、ムール貝の

接着現象に着想を受け、フッ素元素を含有しない代替分散剤の開発に成功し

ました。本研究の分散剤を用いることで、疎水性粒子を水に分散させる際に廃

液へのフッ素元素の溶出が無く、生態や環境への負荷が小さな工業プロセス

が実現できます。本研究成果は英国化学会が発行する RSC Advances にて公

表されました。また、積水化成品工業株式会社に技術供与され、非フッ素系分

散剤の実用化を目指すことになりました。積水化成品工業株式会社では、サン

プル提供を開始しており、今後、工業化に向けた生産体制の構築を進めていき

ます。

フッ素系樹脂粒子を水に分散できる
非フッ素系分散剤を開発 

有害な有機フッ素系界面活性剤の代替として生態や環境への負荷を低減 



 

 

【詳細な説明】 
1. 研究の背景 

PTFE をはじめとするフッ素系樹脂粒子は、バインダや潤滑剤などの用途で

工業的に広く用いられています。バインダや潤滑剤の製造過程では、フッ素系

樹脂粒子を溶媒に分散させた分散液の状態にする工程が必要です。フッ素系樹

脂粒子など、表面自由エネルギーが小さな粒子を水に分散させるためには、粒

子表面を溶媒と親和性のある分散剤で被覆する必要があります。 
通常フッ素系樹脂粒子の被覆には、フッ素元素を含有した界面活性剤が用い

られますが、フッ素系界面活性剤は生体蓄積性や環境残留性が指摘されていま

す。特に欧州ではフッ素系界面活性剤の規制が強化されつつあり、フッ素元素

を含有しない代替分散剤が工業的に求められています。 
 
2. 研究内容と成果 
藪准教授の研究グループは、ムール貝の接着タンパク質にカテコール基が含

まれていることに着想を受け、これまで様々な接着性のカテコール基含有共重

合体を開発してきました。今回、水と親和性の高いエチレングリコール基を持

つモノマーと共重合したカテコール基含有共重合体で表面を被覆することによ

り、水分散が困難であった低表面エネルギーの粒子を水中に分散することがで

きることを発見しました。 
今回合成した分散剤をテトラヒドロフラン（THF）溶液にし、PTFE 粒子と

数分間撹拌するだけで、簡易に被覆 PTFE 粒子を実現できます。この被覆 PTFE
粒子を遠心分離により回収し、水中で超音波処理することで、PTFE 粒子が水

に分散することを確認しました。また、PTFE 粒子だけでなく、酸化亜鉛粒子

など他のナノ粒子に関しても、同様に水分散液が実現できることを確認しまし

た。 
本共重合体はフッ素元素を含有しないため、フッ素系界面活性剤の代替分散

剤としての応用が期待されます。さらに、本共重合体で被覆された PTFE 粒子

が銀ナノ粒子を生成するためのナノリアクターとなり得ることも確認でき、金

属ナノ粒子分野での応用も考えられます。 
 
3. 特記事項 

本技術は積水化成品工業株式会社に技術供与され、非フッ素系分散剤のサン

プル提供を開始しています。 
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